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表紙の写真：新・農のある風景 ～其の85～　ほうれん草・春菊の収穫（ＪＡつがるにしきた）
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食料安全保障の確立に向けて
～食料・農業・農村基本法の見直しをめぐる情勢について～

巻
頭
言

１．政府・与党の動きとＪＡグループの取組み
　昨年からの世界情勢の不安定化や気候変動、人口増加などにより、穀物や肥料・飼料・原料な
どを大きく輸入に依存している我が国は、食料安定供給リスクが顕在化している。
　食料安全保障の強化は、国を挙げた課題として、施策の強化と再構築が求められている。農水
省では、食料・農業・農村政策審議会において「基本法検証部会」を新設。早ければ令和５年５
月にも基本法見直しや６年度予算に関する取りまとめを予定している。
　ＪＡグループとしては、中家ＪＡ全中会長が委員として出席し、これまで整理してきた政策提
案や、基本法見直しにかかる基本的考え方等をふまえ、意見を発言するとともに、４月までに各
都道府県で組織討議を行い、生産現場の意見・課題・要望を吸いあげたうえで政策提案を決定。
全国大会の開催等を通じて、政府・与党への働きかけを実施していく方向である。

基本法見直しにかかる政策提案の主なポイント
◎「平時」を含む「食料安全保障の強化」を基本法の目的として明確に位置付け 
◎輸入依存穀物（小麦・大豆・飼料作物等）や、米粉の増産、国産への切り替え　
◎再生産に配慮した適正な価格形成の実現と国民理解の醸成・行動変容

２．現状と見直しに向けてのギャップ
　これまで食料安全保障を平時の問題としてとらえ、輸入リスクの対応や国民が健康な食生活を
享受出来ることを位置付けて考えてきたか。ウクライナ危機で輸入に支障が出ていることや、有
事の際に世界の物流が停滞しかねない現状である。 
　輸入依存体制の政策化（構築化）の推進により、安価な輸入品が価格の基準（農業者の我慢を
前提にした制度設計）、国内で生産可能な作物の衰退化、国民所得の全体的な抑制傾向、地方経
済の弱体化・疲弊化の進行を助長、コミュニティの損失・減少化を招いてしまった。逆に地方活
性化のための対策に、力を入れざるを得ないことになってしまった。
　国内では、コメや牛乳の生産を抑制し、農産物の販売価格に生産費の上昇が反映されない価格
形成のしくみとなっている。国内生産が弱体化したら、国民は飢える。国内生産を支えることこ
そ、長期的・総合的には安くつくのではないか・・・　ｅｔｃ。

３．今後に向けて
　これまで長年の時間をかけて形成されてきたしくみを、簡単に“正常”なしくみに再構築する
ことは容易でないことが想定される。しかしながら、大規模な予算を確保し、生産者への直接払
いで経営を支えるのも、一つの方策（生産が赤字とならないよう、経営面積や家畜単位を基礎と
して生産費上昇や価格低下に応じた加算をすべき）。そのためには国民理解の醸成は不可欠であ
り、各ＪＡが各地域で、一人でも多くの理解者を増やし、一日でも早い行動変容につながってい
くことを目指す。これらを充実させていくことが、ひいては地方の活性化対策、国民の食料安全
保障につながっていくものと信じている。

※　詳細は「食料・農業・農村基本法の見直し」、および「令和５年度食料・農業・地域政策の推進」
に向けたＪＡグループの政策提案【説明資料】を参照のこと
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青森から３つの「美味い！！」
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青森市立
浜田小学校１年
柳谷　虹奈
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新郷小学校４年
佐々木　優二
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工藤　優奈
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佐々木　慶次
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